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スマトラでのMαCC構造の特徴

スマトラ東岸で連続的にMβCCが形成

β１-2: スマトラ西岸まで移動

β3-5: スマトラ山脈の雲システムと合流
⇒地形性雲システムの形成

β6-7: スマトラ内陸で衰弱
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MαCCの変移に伴う降水システムの特徴
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